
■ PostgreSQLセットアップ手順書 

本アプリケーションで使用するサーバー側の PostgreSQL のインストール手順とクライアント側の ODBC ド

ライバの設定手順です。 

□ サーバー側設定 

１．以下の URL等を参考に PostgreSQLのインストーラーをダウンロードしてください。 

https://www.enterprisedb.com/downloads/postgres-postgresql-downloads 

今回はバージョン「17.10」の「Windows x86-64」としました。 

 

２．ダウンロードした「postgresql-17.10-2-windows-x64.exe」を実行します。 

「Next」クリック    「Next」クリック 

  

「Next」クリック     「Next」クリック 

https://www.enterprisedb.com/downloads/postgres-postgresql-downloads
https://www.enterprisedb.com/downloads/postgres-postgresql-downloads


 

Passwordに任意のパスワードを入力します ※１   

パスワードは忘れないようにご注意ください     Portに「5432」を入力します 

 

「Next」クリック     「Next」クリック 

 

 

 

 



「Next」クリック                 「Next」クリック 

 

                                                  ※↑インストールにはしばらく時間がかかります 

 

「Stack Builder …」のチェックを外して「Finish」クリック 

  

これでインストールは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを外す 



３．サーバー設定ファイル修正 

 ・「Postgresql.conf」をメモ帳などのエディタで開きます。 

デフォルトでインストールしていれば C:¥Program Files¥PostgreSQL/XX/data内にあります。 

※XX部分はインストールしたバージョンによって違います。今回の例ですと 17になります。 

・listen_addresses部分変更 

# listen_addresses = ‘localhost’ 変更前 既に’*’となっており変更不要の場合もあります 

listen_addresses = ‘*’  変更後 

 

変更したら上書き保存します。 

 

 ・「pg_hba.conf」をメモ帳などのエディタで開きます。 

  「# IPv4 local connections:」の行の下に 

「host    all             all             0.0.0.0/0               md5」の行を追加します。 

 

追加したら上書き保存します。 

※今回は接続優先で設定していますが、本来は 0.0.0.0/0 ではなく制限をかけることを推奨しています。 

上記作業が終了したらPostgreSQLをインストールしたサーバー（またはパソコン）を再起動してください。 

 

※上記ではサーバーのファイアウォールのポート解放は行っておりません。 

必要に応じてファイアウォール詳細設定の受信の規則にポート「5432」を開放する設定を追加してください。 

 

 

 



□ クライアント側設定 

１．以下の URL等を参考に ODBC ドライバをダウンロードしてください。 

https://www.postgresql.org/ftp/odbc/releases/ 

クライアントのOSやインストールした PostgreSQLのバージョンにより最適なものをダウンロードしてく

ださい。 

今回は REL-17_00_0010-mimalloc内の「psqlodbc-setup.exe」をダウンロードしました。 

 

２．ダウンロード後、クライアント側パソコンでインストーラー（今回の例では「psqlodbc-setup.exe」）を実行

します。「Windowsによって PCが保護されました」が表示された場合は「詳細情報」をクリックし「実行」し

てください。 

「I agree to…」チェックボックスにチェックし「Install」クリック 

   

インストールが行われますので「Close」をクリックして終了します 

  

「Finish」クリック 

 これで ODBCドライバがインストールされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.postgresql.org/ftp/odbc/releases/
https://www.postgresql.org/ftp/odbc/releases/
https://ftp.postgresql.org/pub/odbc/versions/msi/psqlodbc_13_02_0000.zip


２．コントロール パネル→システムとセキュリティ→Windows ツール内にある 

「データソース（ODBC Data Sources(32-bit)）」を開きます。 

  ※上記はスターボタンをクリックして ODBCで検索しても結構です 

 

「システム DSN」タブを開き「追加」ボタンをクリックします。 

 

「PostgreSQL Unicode」を選択し「完了」クリック 

 



 

データソース 「ionodbc」 

サーバー名 サーバーの IPアドレス 

データベース名 「postgres」 

ユーザー名 「postgres」 

パスワード サーバー設定時に※１で設定したパスワード 

 

上記入力後「テスト」ボタンをクリックして接続できるかテストを行います。 

正常に接続できたら「保存」ボタンで保存して終了します。 

これでクライアント側 ODBC設定は終了です。 

 

以 上 


